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子ども特派員 わが街を行く！
　この紙面は、自分の住んでいる街や校内活動を、自分たち
で取材・編集する「子ども特派員」とともに編集しています。
　今回の「子ども特派員」は、小張小学校６年生の野
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理菜さん（後列右）が、小張小学校で約20年前から
続く「綱火」学習を紹介します。

小張小の自慢「綱火」
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　私たちの小張小学校では、約20年前から地元に400年私たちの小張小学校では、約20年前から地元に400年
以上前から伝わり、国の重要無形民俗文化財に指定されて以上前から伝わり、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる「綱火」を体験、学習しています。いる「綱火」を体験、学習しています。
　小張地区に伝わる「綱火」は、江戸時代の初めに小張城　小張地区に伝わる「綱火」は、江戸時代の初めに小張城
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左衛門」に受け継がれたものに受け継がれたもの
です。吉左衛門の子孫は、代々綱火家元になっています。です。吉左衛門の子孫は、代々綱火家元になっています。
毎年８月24日になると、綱火保存会の方々が、愛宕神社毎年８月24日になると、綱火保存会の方々が、愛宕神社
の前でとても色鮮やかな花火とともに人形を操っていまの前でとても色鮮やかな花火とともに人形を操っていま
す。また、保存会の人たちは、毎年、綱火が無事に終わるす。また、保存会の人たちは、毎年、綱火が無事に終わる
ことを願って、行っているそうです。ことを願って、行っているそうです。
　小張小学校では、毎年６月になると綱火保存会の皆さん　小張小学校では、毎年６月になると綱火保存会の皆さん
が「くりこみ」で使う楽器や、人形を綱で操る「綱操り」が「くりこみ」で使う楽器や、人形を綱で操る「綱操り」
を教えに小張小学校を訪ねてくれます。楽器は6年生が担を教えに小張小学校を訪ねてくれます。楽器は6年生が担
当し、大太鼓、小太鼓、鼓、鉦、笛の５つがひとつになる当し、大太鼓、小太鼓、鼓、鉦、笛の５つがひとつになる

ようにリズムを合わせます。「綱操り」は初めて参加する５ようにリズムを合わせます。「綱操り」は初めて参加する５
年生が担当します。５年生は、手に軍手をはめ力いっぱい年生が担当します。５年生は、手に軍手をはめ力いっぱい
頑張っています。頑張っています。
　私たちは、綱火家元の大橋さん親子にインタビューする　私たちは、綱火家元の大橋さん親子にインタビューする
ことができました。綱火には「小張松下流綱火」のほかに「高ことができました。綱火には「小張松下流綱火」のほかに「高
岡流綱火」、常総市にある「かつらぎ流綱火」があり、五岡流綱火」、常総市にある「かつらぎ流綱火」があり、五
穀豊穣・火難除けを願うために行われているそうです。綱穀豊穣・火難除けを願うために行われているそうです。綱
火で使う人形は、継承者が代わる時に新しく継承する人が火で使う人形は、継承者が代わる時に新しく継承する人が
作るそうです。そして、綱火で一番大変なことは、花火を作るそうです。そして、綱火で一番大変なことは、花火を
作ることと話してくれました。昔からの伝統を残したいか作ることと話してくれました。昔からの伝統を残したいか
らと、花火を自分たちで作っているということを知り、とらと、花火を自分たちで作っているということを知り、と
ても驚きました。昔のままの「綱火」をいつまでも続けてても驚きました。昔のままの「綱火」をいつまでも続けて
いきたいとも話してくれました。いきたいとも話してくれました。
　私たちは、地域の伝統として今日まで守り伝えてきた綱　私たちは、地域の伝統として今日まで守り伝えてきた綱
火を、今後も次世代に継承し、大勢の人に親しんでもらえ火を、今後も次世代に継承し、大勢の人に親しんでもらえ
ることを願っています。また、保存会の皆さんに「おはやることを願っています。また、保存会の皆さんに「おはや
し」や「綱操り」を指導してもらった成果を運動会や小張し」や「綱操り」を指導してもらった成果を運動会や小張
秋祭りで表現できるようにがんばります。秋祭りで表現できるようにがんばります。
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